
JFS受賞のロゴマーク（例） 

入賞した 「きらり」 

ベストフラワー（優秀賞） 

トルコギキョウ 

「べっぴんさん ライトブルー」 

県育成カーネーション「きらり」が「ジャパンフラワーセレクション2015-2016」で入賞！ 

 
 4 月 9 日（木）に幕張メッセにおいて、ジャパンフラワーセレクション 2015‐2016 春審査会が開催され、県

育成カーネーション「きらり」が切花部門で見事入賞を果たしました。 
ジャパンフラワーセレクション（JFS）は、2006年からスタートした日本で唯一の花きの新品種認定事業です

（一財・日本花普及センター主催）。「いい花の新基準」を合言葉に、毎年次々と市場に投入される新品種の中か

ら、公正な審査により消費者へ業界として自信をもって推奨できる品種を選定し、「JFS 受賞品種」として発表

しています。  
 

１ 審査・受賞について 
 ・市場関係者、小売り店代表、学識経験者など各界を代表する5名以上の審査員に 

より審査され、10点満点の平均点で7.0以上を獲得し入賞した品種に授与されます。 
 ・受賞品種は、認定登録を経て専用のロゴマーク（JFSマーク）（下図）を付けて 

販売することができます。 
 ・他県からもここ数年積極的な出品がみられ、これまでに神奈川県、秋田県、石川県、 

島根県等の育成品種が入賞しています。 
 
２ 「きらり」育成のねらいと特長について 
・カーネーションは、本県においてキク、バラに次いで生産が盛んな切り花です。 
また農家が自ら「生産者育種」に取り組み、いくつかのオリジナル品種を育成し 
ています。このオリジナル品種の色のバリエーションを広げ、産地ブランドを 
向上させるために、突然変異育種による色変わりの新品種育成を進めてきました。 

 ・「きらり」は、平成17年に元品種「ひよこ」にガンマ線を照射して得られた品種 
で、花の地色は変化せずに、覆輪の色が濃いピンク色から極薄いピンク色に変化 
したことに着目して選抜し、平成27年3月26日に品種登録されました。 

・特長は以下のとおりです。 
①スプレータイプのカーネーションで、花色は淡い黄色の地色に極薄いピンク 
 色の覆輪が入ります。 
②フラワーアレンジメントやブライダル等の需要が期待できます。 
③市場からは、花の質、ボリューム感に高い評価を得ています。 

 
 今回の JFS2015‐2016 春審査会における入賞は、花き業界における「きらり」のPR に大きく貢献できるも

のと思われます。今後は、生産者が今回の受賞結果とJFS認定のロゴマークを上手に活用して有利販売できるよ

う、生産者や県関係部署と連携を図りながら、産地ブランドの向上に取り組んでいきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 


